
 

 

Comparison of central researchers in the education field between Japan，The US 

and China－Consideration 

 

Yoshiki SAGI, Yuji MIZUKAMI 

 

 

教育分野における中心的研究者の日中米比較－考察              

                   日大生産工 ○鷺 佳幹 日大生産工 水上祐治 

            
１ 研究目的 

教育の研究分野は、1975年にはすでに研究

がされていたが、2007年ごろより論文数が急

激に伸び始めた。教育分野の論文の推移を図

1に示す。このデータは、Clarivate Analytics

社の Web Of Science(以下 WOS)の書誌データ

ベースを元に算出したものであり、教育分野

における世界の論文の数を示している。 

本稿は、教育研究の発展のために、まず現状

を把握する必要があるとの視点に立ち、教育

研究の動向を分析したものである。 

 
図１教育分野の論文数の推移 

 

２ 従来の研究と本研究の特徴 

従来研究として、水上ら[2]が挙げられる。

水上らは、ホスピタリティ研究に関わる研究

者の特定後、専門分野を特定することで、ホ

スピタリティ研究全体の異分野融合の見える

化をおこなった。本研究では、水上らの分析

フレームワークをもとに、教育分野を対象に

分析を行い、日米中の 3ヵ国を中心に比較分

析を加えたものである。また媒介中心性の高

い研究者の特性分析を行うため媒介中心性の

TOP10 著者のデータを取ることで中心的研究

者の傾向把握などを行いやすくしたものであ

る。 

 

３ 分析方法 

本稿の分析は、2 つの教育分野における論

文を収集したものを基盤として分析を行った。 

以 降 は 、 分 野 に お い て Education & 

Educational Research（教育学、教育研究）を

教育 1、Education, Scientific Disciplines（教

育学、科学分野）を教育 2とする。この際 WOS

の分野が「Planning & development」、ドキュ

メントタイプが「Article」であるデータを対

象とした。扱うデータの年度に関しては、直

近のデータであり、かつ正確に揃っている可

能性の高い 2015 年を対象として分析を行っ

た。 

 

４ 分析結果 

2015年における、教育分野の異分野融合関

係を図 2･図 3に示す。図 2は教育 1分野に関

わる媒介中心性 TOP10の異分野融合の見える

化したものである。図 3は教育 3に関する媒

介中心性の高い中心的研究者上位 10 名の異

分野融合。なお、各データは、その合計数が

異なるため、図の縮尺が異なる。また、各図

の 1から 23の数字は、研究分野を示すもので

あり、表 1にその意味を示す。 

分析の結果、日中米の 3ヵ国では研究への取

り組み方や異分野融合度などに様々な違いが

みられた。 

図 2日本おいては社会科学－臨床医学のつ

ながりが強く物理学－工学もつながりが強か

った。中国は、社会学－物質科学、物質科学

－植物＆畜産学、社会学‐臨床医学、臨床医

学―分子生物学＆遺伝学のつながりがあり、

この中でも臨床医学―分子生物学＆遺伝学の

つながりが一番強かった。米国は社会学―臨

床医学のつながりに集中し、ほかに臨床医学

―植物＆畜産学のつながりがあった。日中米

を比較すると異分野融合で種類が多いのは日 
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本であることが分かった。図 3 において中国

は物理学の一番融合度が高く、物理学―物質

科学、経済学＆ビジネス、社会科学とのつな

がりが大きかった。米国は社会学―科学、社

会学―臨床医学、科学―分子生物学＆遺伝学

のつながりが地よかった。 

 

5 考察 

分析の結果日中米の 3ヵ国では研究への取

り組み方や異分野融合度などに様々な違いが

みられた。中国、米国では日本に比べて様々

な分野との異分野融合度が出ているため、多

様性を持ち様々な分野と積極的に関わるよう

な研究方式を行っていると考られ、また中国

とアメリカは TOP10と全体著者でで異分野融

合度の形に変化が大きいため中心的研究者に

対し依存度が高い傾向があると考えられる。 
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日本 中国 米国 

図 2 教育分野 1 媒介中心性 TOP10 著者 異分野融合 

 

  

日本※ 中国 米国 

図 教育 2 分野 媒介中心性 TOP10 著者 23 分野 

※日本の教育 2 TOP10 の媒介中心性がなかったためデータなし 
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